
令和 7年度の事業報告書 

 

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで 

 

一般社団法人佐賀県食でつながるネットワーク協議会 

 

１ 事業実施の基本方針（定款より） 

（目的） 

第３条 この法人は、佐賀県内外における食支援を実施する企業・団体（以下、「支援者」 と

いう。）との連携を推進することで、必要な方々に食の支援が行き届く仕組みづくりを行い、

もって、広く公共の福祉に寄与することを目的とし、その目的を達成 するため、次の事業

を行う。 

 

 

2 今年度事業の所感 

2025 年度は、新たな体制のもとで協議会の活動をスタートする一年となりました。 

会員団体や関係機関のみなさまとの連携を深めることを第一に、「食でつながるネット 

ワーク協議会」の理念の実現に向けて取り組んでまいりました。 

 

 本年度は、3 年間にわたり取り組んできた倉庫強化整備事業が一区切りを迎えました。 

食品の受入れや保管体制の充実が図られたことは、今後の活動を支える大きな基盤と 

なるものと考えています。 

 

 また、佐賀女子短期大学の先生方との活動の共有を通して、食を取り巻く地域課題や支援

活動について理解を深めることができました。 

異なる立場や専門性を持つ方々との交流は、協議会活動の活動を見つめなおし、新たな視

点を得る貴重な機会となりました。 

  

 さらに、活動環境の変化への対応についても、関係者のみなさまのご理解とご協力を頂き

ながら進めることができ、今後の活動基盤の安定化につながることができました。 

 

 



 これまで築いてきた基盤やつながりを大切にしながら、新たな連携や取組へとつなげて

まいります。 

 

今後も、「食」を通じて分野や立場を超えて協力し合うことで、地域に支援の輪を生み  

出し、誰もが安心して暮らせる社会を目指してまいります。 

 

■社員総会 

・2025 年 4 月 7 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 6 月 19 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

 

■理事会 

・2025 年 4 月 7 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 6 月 10 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 11 月 4 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

 

■会員報告会・交流会 

・2025 年 4 月 23 日/居酒屋カミーノ 

 

■会員説明会・意見交換会 

・2025 年 8 月 6 日/佐賀女子短期大学 3 号館 311 教室 

・2025 年 11 月 25 日/佐賀女子短期大学 3 号館 311 教室 

 

■理事打合せ会議 

・2025 年 5 月 12 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 7 月 15 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

 

■運営会議 

・2025 年 4 月 7 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 5 月 27 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 8 月 6 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 9 月 9 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 10 月 1 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2025 年 10 月 20 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

・2026 年 2 月 10 日/佐賀女子短期大学 3 号館会議室 

 

 



■佐賀女子短期大学との連絡協議会 

・2026 年 1 月 14 日/佐賀女子短期大学理事長室 

・2026 年 2 月 19 日/佐賀女子短期大学 4 号館 411 教室 

今年度より、包括協定に基づき連絡協議会を行いました。 

 

 

■佐賀女子短期大学・長崎短期大学 QSP 短大系 WG 協賛事業 FD・SD 研修会参加 

「食つな」とつながる地域連携 

日時：2026 年 3 月 27 日（金）10：00～12：00 

場所：佐賀女子短期大学 121 教室 

この研修では、食つなの地域連携に取り組む CSO と短期大学・大学との連携を構築するた

めに各団体の活動内容を共有し今後の連携のあり方を検討していく機会となりました。 

 

３.事業内容 

■3 号館食品倉庫及び共有倉庫整備事業 

佐賀県からの補助金を活用し食品倉庫、共有倉庫の整備事業を行いました。 

企業・団体から寄附される食品受入量の増加に伴い、寄附食品の適切な管理等に資するため

の設備等を整備し、食品ロスの削減及び生活困窮者やこども食堂等への安定的な食支援に

資する取組を強化しました。 

① 改修工事 

・保管する食品、非食品の品質低下を防ぐため食品倉庫、共有倉庫の窓をアルミ窓に

変更し遮光しました。 

・倉庫入口の扉を両開きにすることにより大量な荷物も搬入・搬出しやすくなりまし

た。 

・食品倉庫・共有倉庫の空調を交換し、室温を一定温度で管理することができるよう

になりました。 

・事務局内の照明交換により室内が明るくなり事務作業がしやすくなりました。 

②  備品整備 

・共有倉庫に、椅子、可動式パーテーションを設置し様々な会議や打ち合わせに対応

できるようにしました。 

・かご台車、連結台車、手元照明、作業テーブルを食品倉庫に設置し食品の整理、作

業の効率化ができるようになりました。 

・事務局に書類保管用キャビネット、ノーパソコンを購入しました。 

 

 



 

項目 品名 数量 

① 改修工事  一式 

アルミ窓取替工事   

両開き扉交換工事   

空調交換工事   

照明交換工事   

② 備品整備   

 3 連パネル 2 台 

 2 連パネル 1 台 

 1 連パネル 1 台 

 スチール書庫上段 1 台 

 スチール書庫下段 1 台 

 ハイバックチェア 8 脚 

 かご台車 5 台 

 照明アーム型スタンド 2 個 

 連結平台車4個組 8 個 

 作業台 2 台 

 はかり 1 台」 

 キッチンスケール 1 台 

 ノートパソコン 1 台 

 ダストボックス本体 1 個 

 ダストボックス蓋 1 個 

 

 

財源：県からの活動事業費補助金 6,500,000 円 

期間：令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 2 月 27 日 

 



■食品アクセス確保支援事業 

 佐賀県（くらしの安全安心課）が、農林水産省の予算を得て実施する食品アクセス確保支

援事業を当法人が業務委託を受けて実施したものです。（実務の部分を一般社団法人さが・

こども未来応援プロジェクト実行委員会が担っています。） 

食品アクセスに係る関係者が集まって議論する場となる検討会設置したうえで、県内の

実情を把握するため、企業及び福祉関係団体に対しアンケート調査を実施し、そこから得ら

れた地域課題を整理するとともに、その解決に向けた基本方針を県に示しました。県では、

それを踏まえ、第 2 次佐賀県食育・食品ロス削減推進計画に反映させるとともに、具体的取

組による課題解決の活動方針が示され、今後、経年的に実施状況を把握、公表していくこと

とされました。 

検討会の開催 

 ◎ メンバー 15 団体（県、4 市、県社協、4 市社協、食つなメンバー、1 企業） 

 ◎ 開催回数 4 回（6/30、7/17、12/19、3/17） 

  

アンケート調査 

 ◎ 調査対象 企業 868 社（回答率 17.2％）、福祉関係団体 175 団体（回答率 54.9％） 

 ◎ 結果の概要（整理した地域課題） 

  ・ コーディネーター的役割を担う団体の確保と人材の養成 

  ・ 円滑で、安定的な物流システムの構築 

  ・ 食品ロスを最小化する意識啓発と食品アクセスを進める必要性の理解促進 

  

県の具体的取組方針 

  ◎ 家庭向け フードドライブの紹介、県民運動の推進 

  ◎ 家庭・事業所向け 食でつながるネットワーク協議会の活動支援、寄付につながる

風土づくり、フードバンク活動の普及啓発 

  ◎ 事業所向け 食品寄付ガイドラインの周知、企業への営業活動、食品寄付の仕組み

づくり 

 

財源：県からの委託費 4,574,676 円 

期間：2025 年４月 17 日―2026 年 3 月 31 日 

 

  

 

 

 

 



■ 食品の寄贈・保管・管理・提供・配送に関わる事業 

 

① 10 団体より 16.16ｔのご寄贈をいただきました。 

今年度から事務局が食品受入れ窓口となり、食品管理・保管・分配・入庫表管理 

・県報告・受領書作成までを行いました。 

昨年同様、物流の問題は課題となっています。 

 

■ 食品衛生管理研修会実施 

施設会員の方々にご参加いただき食品管理・衛生管理研修会を行いました。 

「押さえておきたいフードバンク活動における食品衛生管理」 

目的 

・基本から学ぶことで、会員内の意識向上と一定の管理基準を備える 

・食品の安全性確保・飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止する 

日時 2025 年 9月 9日 14：00～15：30 

場所 佐賀女子短期大学3号館 311教室 

講師 特定非営利活動法人フードバンク福岡事務局長 岩﨑幹明 様 

別紙参照 

 

■ 支援に関する研修事業 

令和 7年第 1回合同研修会 

講演会＆会場との質疑応答を交えたディスカッション 

   日時 2025 年 10 月 6 日（月）13：00～ 

   場所 佐賀市交流センターエスプラッツホール 

   講演「子どもの貧困の解決のために：コンセンサスに向けて」 

   講師 東京都立大学人文社会学部 教授 阿部 彩 氏 

   <ディスカッション> 

講師 東京都立大学人文社会学部 教授 阿部 彩 氏 

認定特定非営利活動法人スチューデント・サポートフェイス 

代表理事 谷口 仁史 氏 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

佐賀県農業試験研究センター 775.09 1423.71 1077.15 319.75 419.53 279.07 452.68 231.8 214.53 192.72 5386.03

佐賀県農業試験研究センター三瀬分場 96.38 70.13 31.22 33.35 15 117.3 122.15 33.55 519.08

佐賀県農業試験研究センター白石分場 0.00

小計 871.47 1493.84 1108.37 319.75 0 452.88 294.07 569.98 353.95 248.08 192.72 0 5905.11

佐賀県農業大学校 24.42 140.74 209.79 4.50 28.32 104 150.72 89.36 70.65 133.35 955.85

上場営農センター 241.7 775.65 356.44 1057.89 789.69 273.85 861.58 1089.63 1338.98 439.25 7224.66

佐賀県果樹試験場 114.30 64.30 263.08 414.01 855.69

鳥栖キューピー株式会社 126.84 88.09 214.925

佐賀県（フードドライブ含む） 55.35 2.45 4.10 267.53 273.77 397.90 1001.102

ピースボート災害支援 3.40 3.4

企業・NPO・個人・社協 5 43.41 480 360 208.68 20

計 895.89 1876.28 2149.16 676.19 1062.89 1292.93 1190.54 1963.96 2124.91 2576.28 1227.357 241.44 16160.74



■ 視察受け入れ 

今年度の視察受け入れは下記の 2件でした。 

2025 年 4 月 22日 株式会社朝日新聞社（記者 1名） 

2025 年 7 月 3 日 全国コミュニティ財団協会（会員団体15名） 

 

  参考 

■顧問 

認定特定非営利活動法人スチューデント・サポートフェイス 

 代表理事 谷口 仁史 氏 

 勝屋 弘善 氏 

■会員メンバー   

別紙 



令和 7 年 9 月 16 日 

       （一社）佐賀県食でつながるネットワーク協議会事務局 

 

 

 

 

食品衛生管理研修会報告書 

 

このたび、標記の研修を実施いたしましたので下記のとおりご報告いたします。 

 

1 日時    令和 7 年 9 月 9 日 14：00～15：30 

2 場所    佐賀市本庄町本庄 1313 佐賀女子短期大学 3 号館 311 教室 

3 研修名   「押さえておきたいフードバンク活動における食品衛生管理」 

4 講師名   特定非営利活動法人フードバンク福岡事務局長 岩﨑幹明 様 

5 研修内容  ⑴フードバンク福岡の紹介 

         ⑵食品衛生とは 

          品質管理システム＞食品衛生 

         ⑶食品管理は何故必要 

         ⑷フードバンクで必要な品質管理 

【目標】 

食品衛生 

品質管理＞衛生管理   

・基本から学ぶことで会員内の意識向上と一定の管理基準を揃える 

・食品の安全性確保、飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止する 

 

【成果】 

・参加会員が一定の管理基準を保つことで、共に食の安全確保に努めることができる。 

・提供団体に基準をクリアした安全な食品を提供できる。 

・参加会員が事故発生マニュアルを備えることで、同じ水準で迅速に事故対応できる。 


